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志摩町 桜 井 地 区

修士 1年禰楽和彦

学部3年村山龍八

学部2年渡漣日出美

〔村の地名〕

この聞き取り調査では主に地名の確認作業を行なった。話を聞くに当って参考資料にしたのは、『福

岡県史資料』第7輯所収の「明治十五年字小名調」である。ほとんどの地名はこの資料中のものと一致

し、現在では確認できないものも多数あった。

・現在では区画整理された田の地名

天寧寺から赤隈・日差：「水越」・「赤隈」・「屋壁」・「大町」・「水町」

＊「字小名調」の中に見える地名だが、現在では区画整理により地図上では確認できない。

・「字小名調」の中に「見田」と言う小字があるが、これは確認できず、現在田となっている地名が

「見回の内」と呼ばれている。

・大口と呼ばれる地区に「金山」と呼ばれる地名

→昔は採掘が行なわれていたが、現在ではゴルフ場の敷地と重なるため鉱山としての機能はない0

・寺社の所在地：『太宰管内志』・『筑前国続風土記』等にある谷権現社が、現在の谷と呼ばれる地

域から山際に入り込んだ、ところにあったらしい。今では桐が残るだけ。

同様に押方という地名にも宮跡があり桐が残っている。

・地名の由来：桜井の由来となった井戸が現存し、由来となった桜の木は植え替えられているとの

事。『糸島郡誌』に字円光寺の岩永牛太郎氏宅の後にあると記載されていたが、今

は同じく円光寺におられる岩永利之氏の家に井戸があると言うことであるO

地区の南東部に崩ノ峰→東部にある男天ヶ岳・女天ヶ岳が崩れてきた為にできた丘

陵地と言う言伝えがある。

※全体としては小字の確認ができ、いくつかの田の地名がわかったという成果はあったが、プレ発表の

際に指摘した鬼塚の祭田は確認できず、かつての神社等の所在地が十分には判明しなかったことは残

念である。住民の方々のなかでもだいぶ忘れられていたものがあったので、今回少しでも地名比定が

できたことは多少なりとも有意義であったと感じた。

〔村の水利〕

桜井には（1）桜井川（2）山からの湧水（3）溜め池の三つの水源があるO

(1）桜井川 桜井の集落に南から入り西に迂回しながらそのまま海に注ぐ川沿いには、この集落の大部

分の水田が集中しているO これらは桜井川から用水を引いている。

(2）湧水 山際に面した地域、特に行・行友・立屋敷といった地名の北東部では用水として山からの

湧水を利用しているO この地域では桜井川のような水利に適した川はなく、田畑への用水

に他の地域と異なった水源を用いているO

(3）溜め池桜井では溜め池のことを「ツツミ」と呼んでいるO これら水利のうち、桜井川・「ツツミ」

の管理は地域全体で行なっている。ただし近世以前からこの様であったかは不詳である。
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〔村の祭礼〕

祭礼に関しては、現在ではほとんど分からなくなっている。聞き取りにおいても、確かな話はいっさ

い聞けなかった。

〔まとめ〕

今回の現地調査においては、地名の確認を中心に行なったが、特に田の地名がわかった事は成果と思

われる。但し、全体的には地名の消失が進んでおり、詳細な話は聞けなかった。これは祭礼についても

同様であったO 桜井地区は範囲も広いので、今後も周辺部も含めた調査を継続的に行ない、糸島半島北

部一帯の聞き取りを行なっていく必要があると感じられた。その作業からこの地域の歴史と現代におけ

る実情を明らかにできるのではないだろうか。

話者：洞大 一氏ほか
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